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武道授業 実践の概要紹介 豊橋市

　

豊
橋
市
は
、
愛
知
県
の
南
東
部
に
位

置
し
、
中
核
市
に
指
定
さ
れ
て
い
る
東

三
河
の
中
心
地
で
あ
る
。
ま
た
本
市
に

は
、
22
の
公
立
中
学
校
が
あ
り
、
約
１

万
１
千
人
の
生
徒
が
在
籍
し
て
い
る
。

　

山
と
海
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
環

境
の
中
で
、
各
学
校
が
特
色
あ
る
教
育

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　

平
成
24
年
度
の
中
学
校
新
学
習
指
導

要
領
の
全
面
実
施
に
伴
う
中
学
校
武
道

必
修
化
に
向
け
て
、
本
市
で
も
、
平
成

22
年
度
か
ら
柔
道
授
業
を
安
全
に
実
施

で
き
る
体
制
の
整
備
・
充
実
を
図
り
、

武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　
　
　
柔
道

　

愛
知
県
豊
橋
市
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
の
中
学
校
武
道
必
修
化
を
含

む
学
習
指
導
要
領
の
完
全
実
施
に
向
け
、
平
成
22
年
度
か
ら
準
備
を
進
め

て
き
た
。特
に
武
道
を
安
全
に
か
つ
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
、「
武
道（
柔

道
）
指
導
に
関
す
る
実
態
調
査
」
や
「
武
道
必
修
化
に
伴
う
武
道
用
具
調

達
状
況
調
査
」、「
柔
道
実
施
校
の
事
前
巡
回
学
校
訪
問
」
な
ど
の
取
組
を

行
い
、
安
全
な
柔
道
授
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
な
が
ら
方
針

を
打
ち
出
し
た
。

　

本
市
で
は
、
柔
道
授
業
の
指
導
者
を
対
象
と
し
た
指
導
者
実
技
講
習
会

の
開
催
や
安
全
な
指
導
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
沿
っ
た
授
業
を
展
開
す
る
な

ど
、
保
健
体
育
科
教
員
や
柔
道
部
顧
問
教
員
の
指
導
力
向
上
と
、
事
故
防

止
や
安
全
確
保
に
主
眼
を
置
い
た
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
豊
橋
市
が
平
成
24
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
取
組
の
一

端
を
紹
介
す
る
。

豊
橋
市
の
武
道
必
修
化
に
お
け
る

安
全
な
柔
道
指
導
の
取
組

豊
橋
市
教
育
委
員
会

1

は
じ
め
に

豊橋鬼祭

2

武
道
必
修
化
に
お
け
る

豊
橋
市
の
取
組

取
組
を
始
め
て
４
年
目
を
迎
え
た
。
現

在
は
、
22
校
中
10
校
で
柔
道
授
業
を
実

施
し
て
お
り
、
35
名
の
保
健
体
育
科
教

員
が
担
当
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
柔

道
の
未
経
験
教
員
は
37
％
に
達
し
、
依

然
指
導
者
に
対
す
る
支
援
体
制
は
必
要

不
可
欠
な
現
状
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
実
態
か
ら
、
本
市
と
保

健
体
育
研
究
部
、
柔
道
部
顧
問
等
が
連

携
を
と
り
、
授
業
に
お
い
て
、
安
全
か

つ
段
階
的
な
指
導
を
展
開
す
る
た
め
の

取
組
と
指
導
者
の
力
量
向
上
の
た
め
の

取
組
を
実
施
し
て
き
た
。

⑴
「
中
学
校
柔
道
授
業
・
安
全
指
導
の

た
め
の
指
針
」
に
基
づ
い
た
指
導
と

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

武
道
必
修
化
を
受
け
、
柔
道
の
事
故

に
対
す
る
社
会
の
関
心
は
大
変
高
く
、

柔
道
授
業
を
実
施
す
る
う
え
で
、
細
心

資料①　中学校柔道授業・安全な指導のための指針（一部）

中学校柔道授業・安全な指導のための指針
平成 24 年５月２日
豊橋市教育委員会

１　武道必修化の意義
　我が国の伝統や文化について理解を深め、そのよさを継承・発展させるための教育を充実するという観点から、中学校学習指導要領・保健体育編にお
いて武道が必修化（１・２年生）された。
　武道は、我が国固有の文化であり、相手の動きに応じて、基本動作や基本となる技を身に付け、相手を攻撃したり相手の技を防御したりすることによ
って、勝敗を競い合う楽しさや喜びを味わうことのできる運動である。また、生徒が武道を学ぶことで、「礼」に代表される我が国の伝統的な考え方を
より深く理解したり、相手を尊重したり伝統的な行動の仕方を大切にしたりする態度や、自己の責任を果たそうとする態度がはぐくまれることが期待で
きる。
　このような意義を踏まえたうえで、各学校において武道授業を実施する場合、安全な指導体制を整えることが求められている。特に、柔道授業を実施
する学校においては、下記に示す留意点と資料「安全な柔道指導計画例」に基づいて、安全な柔道指導が実施できる校内体制づくりと具体的な指導計画
の立案を進めていただきたい。

２　柔道授業を実施する際の留意点

　○　多くの生徒が初心者であることを踏まえ、「頭を打たない、打たせない」指導を徹底する。
　○　頭部への直接の打撲がなくても、頭部を激しく揺さぶられることで生じる「加速損傷」や、「※セカンドインパクトシンドローム（ＳＩＳ）」等

により、頭部に出血を起こすなどの危険性があることを十分に認識し指導する。
　※脳に同じような外傷が二度加わった場合、一度目の外傷による症状は軽微であっても、二度目の外傷による症状は、はるかに重篤になることがあること

　⑴　生徒の健康状態を把握する
　　①　指導者は、養護教諭や担任と連携を図り、生徒の既往症や健康状態を把握する。
　　②　頭部に既往症をもつ生徒の授業への参加は、担任・指導者と保護者とが十分に話し合い、医師の指導のもとに柔道授業への参加の可否や参加形

態を決定する。
　　③　柔道授業中の生徒の様子を観察したり、柔道授業後の健康観察を十分に行ったりする。
　　④　授業後の健康観察では、「頭痛、めまい、吐き気、視覚障害、耳鳴り、足がふらつく」などの症状を生徒が訴えたり、様子が見られたりしたときは、

直ちに必要な対応をとる。

　⑵　「頭を打たない、打たせない」ための「受け身」動作の習得を重視する

　　①　１年生（１年目）の柔道指導
　　　・「受け身」「抑え技（けさ固め・上四方固め・横四方固め）」のみに限定する。
　　　・基本となる「受け身」指導の時間を十分に確保し、その定着を図る。
　　②　２年生（２年目）の柔道指導
　　　・投げ手が立ち、受け手が膝をついた状態て、頭を打たない受け身が十分に習得できたことを条件に、「ひざ車」「支え釣り込み足」の投げ技を

指導してもよい。ただし、必ず「約束練習」で行い、「自由練習」は行わない。
　　③　３年生（３年目）の柔道指導
　　　・上記②の内容を原則とする。
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の
注
意
を
払
っ
た
準
備
が
必
要
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
本
市
で
は
、
こ
の
よ
う

な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
指
導
者
が

授
業
を
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
と
指
導
上

の
留
意
点
を
示
し
た
「
中
学
校
柔
道
授

業
・
安
全
な
指
導
の
た
め
の
指
針
」
を

作
成
し
た
（
前
頁
資
料
①
）。

　

こ
の
指
針
で
は
、

①
「
頭
を
打
た
な
い
・
打
た
せ
な
い
」

指
導
の
徹
底

②
生
徒
の
健
康
状
態
と
既
往
症
の
把
握

③
「
受
け
身
」
動
作
習
得
の
重
視

④
安
全
な
柔
道
授
業
の
組
織
体
制
づ
く

り
な
ど
が
示
さ
れ
、
す
べ
て
の
柔
道
の
授

業
が
、
こ
の
「
指
針
」
に
基
づ
い
て
展

開
さ
れ
る
よ
う
講
習
会
等
を
開
い
て
周

知
徹
底
を
図
っ
た
。

　

ま
た
、
頭
部
を
打
つ
危
険
性
の
高
い

い
投
げ
技
に
つ
い
て
は
、
頭
を
打
た
な

い
受
け
身
が
十
分
に
習
得
で
き
た
こ
と

を
条
件
に
、「
ひ
ざ
車
」
と
「
支
え
釣

り
込
み
足
」
の
み
を
実
施
可
と
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
柔
道
授
業
が
、
各
学
年
の
発

達
段
階
を
踏
ま
え
た
段
階
的
な
指
導
が

な
さ
れ
る
よ
う
「
安
全
な
柔
道
指
導
計

画
例
」（
１
年
目
・
２
年
目
）
も
示
し
、

各
学
校
の
安
全
な
授
業
づ
く
り
を
支
援

し
て
い
る
。

⑵
柔
道
指
導
者
実
技
講
習
会

　

平
成
23
年
度
よ
り
、
柔
道
授
業
を
担

当
し
て
い
る
保
健
体
育
科
教
員
と
柔
道

部
指
導
教
員
を
対
象
に
、
柔
道
指
導
を

実
施
す
る
う
え
で
の
安
全
対
策
及
び
け

が
や
事
故
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
豊
橋

柔
道
会
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
、
講

習
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　

講
習
会
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

〈
講
義
〉

①
柔
道
事
故
イ
ン
シ
デ
ン
ト
報
告
（
豊

橋
市
教
育
委
員
会
指
導
主
事
）

「
今
後
の
柔
道
指
導
に
お
い
て
、
事
故

や
け
が
を
防
止
す
る
た
め
に
」

②
学
習
会

「
柔
道
に
よ
る
頭
部
負
傷
時
の
対
応
」

（
豊
橋
柔
道
会
所
属
・
外
科
医
師
）

〈
実
技
〉

③
「
中
学
校
柔
道
授
業
・
安
全
な
指
導

の
た
め
の
指
針
と
指
導
計
画
」
に
基

づ
い
た
指
導
方
法
と
ポ
イ
ン
ト

資料②　柔道にかかわる事故・けがの発生状況まとめ

　 体育授業中（前回り受け身）
学年／性別 １年 男子  柔道経験なし 授業のみ 
発生月／場所 平成 25 年 9 月 ／ 校内柔道場 
傷害の程度 全治２〜３カ月 ／ 右肩打撲 
救急車の利用 利用しない 保護者とともに養護付き添い 

発生時 柔道授業中 男女共習  男子 16 名 女子 15 名  教諭２名で指導 

事故発生状況 

 
 
 
 
 
 
 

学校の対応 

・養護教諭は、脱臼か骨折の疑いがあると判断し、保護者へ連絡する。 
・保護者の車で病院へ行き、養護教諭も付き添った。 
・右肩打撲、全治２〜３カ月と診断 

今後に向けて 
・受け身をとるための基本動作や正しい動作の指導を十分に行う。 
・受け身の技能を十分に身に付けさせることに留意する。 

 
 

⑰ 体育授業中（横受け身の練習）→ 右肩鎖骨骨折 
学年／性別 ２年 男子 柔道経験なし 授業のみ 
発生月／場所 平成 25 年 10 月 ／ 校内柔道場 
傷害の程度 １か月程度 ／ 右肩鎖骨の骨折 
救急車の利用 利用していない  

発生時 柔道授業中 男女共習（男子 20、女子 19） 横受け身の練習中 

事故発生状況 

・投げた生徒：柔道部  ・けがをした生徒：バスケット部（柔道初心者） 
・投げ手は、相手を背負った 

態勢から腕をつかみながら 
投げる。投げられた 
生徒は横受け身をとる 
練習をしていた。 

学校の対応 

・すぐに患部を冷やして保健室へ搬送する。骨折の疑いがあるという 
 養護教諭の判断で保護者に連絡をとり、ともに病院へいく。 
・右肩鎖骨骨折 

今後に向けて 

・相手が受け身の態勢がとれるように、必ず手を引くように指導する。 
・受身の習熟度に応じた練習方法を工夫する。 
・ペアに技量差がある場合は、頭部や肩から勢いよく落ちないよう意識して投

げるなどの工夫が必要 
・練習の進め方の原則  ①易→難 ③遅→速 ③低→高 ④弱→強 

            ⑤固定→移動  ⑥基本→応用  ⑦単純→複雑 
 

・体育の授業中、個人で前回り受け身の 
 練習を行っていた。 
・手を畳につき、回ろうとしたところ右肩を 
 畳にぶつけた。 
・痛みがあったので保健室に行き、養護教諭 
 に見てもらう。 

当該生徒

B5判・上製・箱入・526頁・本体4,000円＋税

好
評
発
売
中
！

（
現
職
・
法
人
名
は
刊
行
時
）

学
校
体
育
に
お
け
る
武
道
の
変
遷

　木
村
清
人

　東
京
女
子
体
育
大
学
教
授
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武道授業 実践の概要紹介 豊橋市

を
取
り
上
げ
、
安
全
管
理
意
識
と
事

故
・
け
が
へ
の
対
応
力
を
高
め
て
い
る
。

　

柔
道
事
故
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
講
習
会

で
は
、
学
校
か
ら
報
告
さ
れ
た
け
が
に

至
る
状
況
や
け
が
の
状
況
、
処
置
や
対

応
の
様
子
等
、
市
内
で
実
際
に
起
こ
っ

た
事
例
を
も
と
に
、
事
故
を
防
ぐ
方
策

と
起
こ
っ
た
場
合
の
対
処
法
な
ど
の

確
認
・
協
議
を
行
っ
て
い
る
（
前
頁
資

料
②
）。
身
長
や
体
重
差
、
柔
道
経
験

の
有
無
に
よ
り
起
き
た
け
が
な
ど
が
あ

り
、
け
が
の
防
止
に
は
、
指
導
者
の
配

慮
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
共
通
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
頭
部
を
打
撲
し
た
場
合
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
必
ず
救
急
車
で
搬
送

す
る
な
ど
の
初
期
対
応
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
単
な
る
脳の
う

震し
ん

盪と
う

で

は
な
く
、
急
性
硬
膜
下
血
腫
で
あ
っ
た

場
合
は
、
命
を
落
と
す
危
険
性
も
十

分
は
ら
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
治
療
後
の
家
庭
訪
問
、
電
話
訪
問

な
ど
事
後
対
応
の
重
要
性
に
つ
い
て

も
、
確
認
・
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
外
科
医
師
に
よ
る
「
頭
部

外
傷
時
の
緊
急
対
応
」
の
学
習
会
で

は
、
専
門
的
な
知
識
（
脳
震
盪
、
回
転

加
速
度
損
傷
、
頭
部
打
撲
に
よ
る
急
性

硬
膜
下
血
腫
、
セ
カ
ン
ド
イ
ン
パ
ク
ト

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な
ど
）
を
学
ぶ
こ
と

で
、
安
全
対
策
に
つ
い
て
の
意
識
を
よ

り
高
め
る
こ
と
や
、
事
故
が
起
き
た
と

き
の
具
体
的
な
対
応
方
法
な
ど
を
再
認

識
で
き
た
。

　

ま
た
、
全
日
本
柔
道
連
盟
が
作
成
の

『
柔
道
の
安
全
指
導
』
第
三
版
（
２
０

１
１
年
）
を
活
用
し
、「
事
故
の
要
因

と
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」、「
柔
道
で
起

こ
り
や
す
い
怪
我
や
事
故
」、「
怪
我
や

事
故
が
起
き
た
と
き
の
対
応
」
な
ど
も

確
認
し
た
（
写
真
①
）。

　

実
技
講
習
で
は
、
有
段
者
で
あ
り
、

柔
道
指
導
の
経
験
豊
富
な
教
員
４
名
を

講
師
と
し
、
よ
り
実
践
的
、
効
果
的
な

指
導
方
法
を
学
ぶ
場
と
し
た
。
礼
法
、

グ
ル
ー
プ
づ
く
り
、
受
け
身
習
得
の
支

援
方
法
な
ど
、
実
際
の
授
業
の
流
れ
に

沿
っ
て
講
習
を
進
め
た
。
授
業
体
験
型

で
行
う
た
め
、
初
心
者
か
ら
経
験
者
ま

で
、
日
々
の
実
践
に
役
立
つ
講
習
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
、
毎
年
行
う
こ
と
で
、

指
導
経
験
の
浅
い
教
員
も
少
し
ず
つ
不

写真①　柔道指導者講習会（講義の様子）

写真②　柔道指導者講習会（実技の様子）

安
が
解
消
さ
れ
、
教
師
の
力
量
向
上
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
安
全
意

識
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
（
前
頁

写
真
②
・
左
記
資
料
③
）。

　

受
け
身
の
習
得
に

は
、「
安
全
な
柔
道

指
導
計
画
例
」
の
導

入
に
位
置
づ
け
て
い

る
「
準
備
運
動　

体

ほ
ぐ
し
運
動
」
を
活

用
し
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
ド
リ
ル

と
し
て
取
り
組
ん

だ
（
次
頁
資
料
⑤
―

１
、
⑤
―
２
）。

　

こ
れ
は
、
効
率
的

に
基
本
動
作
を
反
復

す
る
こ
と
で
、
運
動

の
経
験
量
を
増
加
さ

せ
、
成
功
体
験
を
積

み
重
ね
な
が
ら
、
受

け
身
を
習
得
し
て
い

く
こ
と
を
ね
ら
っ
た

も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
柔
道
の
技

3

実
践
例
『
第
１
学
年
に
お
け
る
「
安
全

な
柔
道
指
導
計
画
例
」
に
基
づ
く
実
践
』

能
習
得
で
は
、
資
料
⑥
の
よ
う
に
、
各

学
習
に
お
い
て
、「
低
い
姿
勢
か
ら
高

い
姿
勢
で
」、「
ゆ
っ
く
り
か
ら
早
く
」

と
い
っ
た
段
階
的
な
指
導
に
留
意
し

た
。

資料④　柔道に対する意識アンケート

【　中学１年 61 名（内、柔道経験者３名）※複数回答　】
○楽しそう 14 名　○痛そう　○怖い 20 名　○不安 26 名　○期待 26 名

資料⑥　安全な柔道指導計画例内の段階的な指導

■段階的な指導■　※資料⑤－１より抜粋

　学習１　基礎知識を学ぶ

　学習２　体ほぐしの運動をする。

　学習３　受け身の基本を身につける。

　学習４　抑え技の基本を学ぶ。

　学習５　くずしに対する受け身を身につける。

資料③　柔道指導者講習会（実技）

■実技内容■

　①帯の結び方　　②座礼・立礼　　③準備運動・体ほぐし運動

　④受け身習得ドリル（後ろ受け身・横受け身・前回り受け身）

　⑤抑え技習得ドリル（シーソー・足かけ鬼ごっこ・ブリッジ）

　⑥質疑応答

　

こ
こ
で
は
、
本
市
の
取
組
を
生
か
し

た
授
業
実
践
を
紹
介
す
る
。

⑴
柔
道
に
対
す
る
意
識
調
査

　

初
め
て
柔
道
を
行
う
1
年
生
の
柔
道

に
対
す
る
意
識
を
把
握
す
る
た
め
に
、

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
（
資
料

④
）。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、
体
育
の

得
意
な
生
徒
も
含
め
て
、「
痛
そ
う
」

「
怖
い
」「
不
安
」
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
し
か
し
、
柔
道
で
は
、「
楽
し
さ

や
喜
び
を
味
わ
う
」
こ
と
が
大
き
な
ね

ら
い
と
な
っ
て
お
り
、
改
め
て
正
し
い

受
け
身
を
習
得
さ
せ
、
安
全
に
柔
道
授

業
を
進
め
て
い
く
必
要
性
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。

⑵
受
け
身
を
習
得
す
る
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
ド
リ
ル

指導におけるポイント
・座位→そんきょ→立位
・ゆっくり→早く
・単独→ 2人組
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武道授業 実践の概要紹介 豊橋市

第１学年（柔道授業１年目） 安全な柔道指導計画例（全１０時間完了） ※：安全な指導のために教師が留意したり、配慮したりする事項       【イラスト：「図説 新中学校体育実技」（大日本図書）】 

区分      はじめ                                なか                            まとめ 

時間    １        ２       ３        ４       ５        ６       ７        ８        ９        １０ 

０分 

 

 

 

 

 10 分 

 

  

 

 

 

 

 

20 分  

 

 

 

 

 

 

 

30 分 

 

 

 

 

 

 

 40 分 

 

 

 

 

 

 

 50 分 

 

オリエンテーション 

・柔道の特性、歴

史、礼法、試合

の意義・意味な

どをわかりやす

く説明し、柔道

を授業で学習す

る意義を理解さ

せ、学習への導

入とする。 

学習２ 体ほぐしの運動

をする 
 

指導計画の上部①②③④⑤⑥⑦⑧

⑨⑩を指導する。 

※抑え技に結びつくような動作を取り

入れる。 

学習３ 受け身の基本を身につける                                                                    

 

 

① 後ろ受け身     ③横受け身       ④前回り受け身 

※後頭部を守るた

め、あごを引き、

視線は結び目を

見るように指示を

する。 

※勢いで、足の指が畳につかない

ように腹筋に力を入れ、勢いを

止めるように助言をする。 

後ろ受け身の応用練習
横受け身の応用練習

学習４ 抑え技の基本を身につける                                                      
※姿勢  ※攻撃方法  ※防御方法  ※攻め方  ※返し方 

①横四方固め ②上四方固め  ③けさ固め

※応用練習をする時は、急に態勢を変えたり、持っているそでを離したりすること

がないよう、十分全体指導してから実施する。 

※十分に練習できるスペースを確保し、体が衝突することを防ぐ。 

※礼のもつ意味を生徒に話し，美しい

姿勢を意識させるよう指導をする。 

※生徒同士で互いの立礼・座礼の姿を

見合い，アドバイスし合うようにする。 

抑え技を用いたゲーム（例） 

学習１ 基礎知識を学ぶ  
 
・礼法（立礼、座礼） 
・柔道衣の扱い方 

②前受け身  
※手首だけで体重を支えるのではなく、

肘から手のひらまでの全てを使って体

重を支えるように指示をする。同時に、

手首だけで体重を支えると骨折する恐

れがあることも全体に伝えて注意を促

す。 

 
※畳を手の平でたたく音を全員で合わ

せ，手をつくタイミングを体感させたり，

教師や柔道部員の受け身時の音の大

きさを聞かせ，生徒に畳をたたく強さ

（力）を意識させたりし，正確な受け身

ができるようにする。 ※生徒を集め、教師または柔道部員が手本となり、技のかけ方と逃れ方を一つずつ指導する。 

※一つ一つの技の習得具合を確認し、十分でない生徒には個別指導をする。 

※衝突を防止するために、二人組の間隔を十分に取る、他の二人組に近づいたらまわりの生徒が 

声をかけ止めるなどのルールをつくり、守るように指導する。 

(1)整理運動（ストレッチ）をする  (2)本時のまとめ・振り返りをする（黙想・学習カード記入）   (3) 座礼（立礼）  (4) 片付け 

(1) 整理運動 

（ストレッチ） 

(2)単元のまとめ 

単元全体を振り返り，学習カードに記入する。 

(3)座礼（立礼） 

(4)片付け 

※横に倒れた反動で、膝の内側同士を

ぶつけないように、股を十分に広げる

よう指示をする。 

※畳にテープなどで、手をつく位置を示

しておくと比較的スムーズに練習をす

ることができる。 

(1) 座礼（立礼）  (2) 本時のねらいを確認する（黙想・学習カード記入）  

(3) 準備運動 体ほぐし運動（抑え技の基本動作、２人組での柔軟体操）①～⑥  (4)補助・補強運動⑦～⑩   (5)首や手首，足首などのストレッチ 

①     ②          ③         ④       ⑤         ⑥       ⑦腕立て伏せ  

⑧腹筋 ⑨背筋  

                                                          ⑩ブリッジ 

学習５ くずしに対する受け身を身につける        
 

■背筋を伸ばした姿勢、正しい組み

方の確認、くずし方、体さばき、受

け身 

※学習３の受け身が習得できた場合

に，くずしの原理と「くずしに対する

受け身」の練習を行う。 

※しっかりと組み合い，受け手が図の

方向に受け身を取れるように，投げ

手が動くことから始める。（約束練

習） 

※ゆっくりと「くずす，くずされる」こと

から始め，「くずしの感覚と，くずし

に対する受け身のとり方の感覚を

十分につかませるように指導する。 

※第３時は「後ろ受け身」のみ、第４時は「後ろ受け身」の復習と「前受け身」の習得というように、毎時一つずつ受け身を学習するように計画をし、定着を図る。 

※どの受け身の学習も全体指導に十分に時間をかけた後に，個々の練習を行う。個々の動きの様子を確認しながら学習を進めていく。 

※反復練習するなかで、安全上ふさわしくない動きをしている生徒がいれば、練習を止め、個別指導を行う。特に、後頭部が畳についてしまう生徒には、個別指導を行う。 

※後頭部を打たない受け身が十分に

習得できた場合，「くずしから抑え技」

といった連続技の練習を取り入れても

よい。 

※第２学年（柔道授業２年目）では、こ

のくずしの原理を用いて，投げ技を

学習することを伝える。 

資料⑤－１　安全な柔道指導計画例〈第１学年（柔道授業１年目）〉

第２学年（柔道授業２年目） 安全な柔道指導計画例（全１０時間完了） ※：安全な指導のために教師が留意したり、配慮したりする事項       【イラスト：「図説 新中学校体育実技」（大日本図書）】 
区分   はじめ                                  なか                              まとめ 

時間    １        ２       ３        ４       ５        ６       ７        ８        ９        １０ 

０分 

 

 

 

 

 

 

10 分 

 

 

 

 

 

 

20 分 

 

 

 

 

 

 

30 分 

 

 

 

 

 

 

40 分 

 

 

 

 

 

 

 

50 分 

オリエンテーション 

○１年生時の学習

内容を確認する 

・柔道の特性、歴史

礼法、試合の意義 

・安全上の留意点

の確認 

「頭を打たない（受

け身）、打たせない

動き（投げ手）」 

学習１  

基礎知識を

確認する  
 
・礼法 

（立礼、座礼） 

・柔道衣の扱い方 

■1 年指導計画例

参照 

 

 

学習２  

体ほぐしの

運動をする 
 

■指導計画上部

①②③④⑤⑥⑦

⑧⑨⑩参照 

 

※抑え技に結び

つくような動作

を取り入れる。 

 

学習３  

受け身の 

留意点を 

復習をする 

 

※後ろ受け身を取

り上げ、受け身

動作の際には

帯（へそ）を見て

後頭部を畳に

つけないことを

確認する。 

(1)整理運動（ストレッチ）をする  (2)本時のまとめ・振り返りをする（黙想・学習カード記入）   (3) 座礼（立礼）  (4) 片付けをする 

(1) 座礼（立礼）  (2) 本時のねらいを確認する（黙想・学習カード記入）  

(3) 準備運動 体ほぐし運動（抑え技の基本動作、２人組での柔軟体操）①～⑥  (4)補助・補強運動⑦～⑩  (5)首や手首、足首などのストレッチ 

①     ②           ③          ④       ⑤         ⑥       ⑦腕立て伏せ  

⑧腹筋 ⑨背筋  

                                                                    ⑩ブリッジ 

学習４ 受け身の基本を復習する 

 （身につける）          
 

※①→②→③→④と、一つ一つの受け身の動きを確認しな

がら進める。 

※どの受け身の学習も全体指導に十分に時間をかけた後

に、個々の練習を行う。 

※反復練習するなかで、手のつき方や腕と体の位置関係が

十分に身についていない生徒がいたら、練習を止め、個別

指導を行う。特に、後頭部が畳についてしまう生徒には、

個別指導を十分に行う。 

学習５ 抑え技の基本を復習する （身につける）                                    

学習６ くずしに対する受け身を身につける（復習する）  
 

※学習４の受け身が習得できた場合に、くずしの原理と「くずしに対する受け身」の練

習を行う。 

※１年生（柔道授業１年目）で、この受け身を学習していない場合は、受け手と投げ手

が「頭を打たない、打たせない」受け身とくずし方の習得を図る。 

※しっかりと組み、受け手が図の方向に受け身を取れるように、投げ手が動くことか

ら始める。（約束練習）。投げ手が受け手の袖をしっかりと引くことを指導する。 

※ゆっくりと「くずす、くずされる」ことから始め、「くずしの感覚と、くずしに対する受

け身のとり方の感覚を十分につかませるように指導する。 

※後頭部を打たない受け身が十分に習得できた場合、「くずしから抑え技」といった

連続技の練習を取り入れてもよい。 

 

学習７ 投げ技の基本を身につける     
 

※学習６で、後頭部を打たない受け身と後頭部を打たせないくずし方（受け手の袖

をしっかりと引く）が習得できたことを条件に「ひざ車」、「支え釣り込み足」に限り

投げ技の指導を行ってもよい。ただし約束練習で行い、自由練習は行わない。 

※全体指導で、 

①互いに前のめりにならない姿勢を取ること 

②しっかりと組み合うこと 

③投げ手は、引き手を緩めたり、放さないこと 

④受け手が頭を打たないように、投げ手は袖を持ち上げるように引くこと 

などを十分に指導した後に、二人組の練習を行う。 

※生徒の動きを観察できるように、全体を２つ以上のグループに分けたうえで、二

人組の練習を行うようにする。 

※二人組の間隔を十分に取り、ぶつからないように留意する。 

 

①ひざ車 

 

 

 

 

 
 

②支え釣り込み足 

 

 

 

 

 
※後頭部を打たない受け身が十分に習得できた場合、「くずしから抑え技」といっ

た連続技の練習を取り入れてもよい。 

(1) 整理運動 

（ストレッチ） 

(2)単元のまとめ 

単元全体を振り返り、学習カードに記入する。 

(3)座礼（立礼） 

(4)片付け 

※①→②→③のように、一つ一つの抑え技の動きを確認しながら進める。 

※生徒を集め、教師または柔道経験者が手本となり、かけ方と逃れ方を指導する。 

※どの抑え技の学習も、全体指導に十分に時間をかけた後に、個々の練習を行う。 

※衝突を防止するために、二人組の間隔を十分に取る、他の二人組に近づいたらまわりの生徒が声をかけ止めるなどのルールをつくり、   

守るように指導をする。 

①上四方固め  ②横四方固め  ③袈裟固め 
 

抑え技を用いたゲーム（例） 

①後ろ受け身   

②前受け身 

③横受け身    

④前回り受け身 

資料⑤－２　安全な柔道指導計画例〈第２学年（柔道授業２年目）〉解
き
方
を
学
ん
だ
生
徒
た
ち
は
、
資
料

⑥
の
〈
学
習
４
〉
に
お
い
て
、
身
に
つ

け
た
動
き
を
活
用
し
な
が
ら
、
抑
え
技

を
用
い
た
ゲ
ー
ム
に
意
欲
的
に
取
り
組

ん
だ
。

写真③　
受け身のウォーミングアップドリル

　

実
際
の
指
導
の
中
で
は
、
頭
を
打
た

せ
な
い
た
め
に
、「
あ
ご
を
引
く
」、「
帯

を
見
る
」
と
い
う
２
点
を
意
識
さ
せ
、

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ド
リ
ル
を
行
っ

て
い
る
（
写
真
③
）。
し
か
し
、
柔
道

初
心
者
の
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の

２
点
だ
け
で
は
、
力
の
入
れ
方
が
ぎ
こ

ち
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
タ
イ
ミ

ン
グ
が
ず
れ
た
り
し
て
し
ま
う
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
柔
道
指
導

者
講
習
会
で
学
習
し
た
、
ゆ
り
か
ご
の

動
き
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
練
習
法
を
授
業

に
取
り
入
れ
た
。

　

背
中
か
ら
首
に
か
け
て
の
部
位
を
丸

め
る
イ
メ
ー
ジ
を
も
ち
、
ゆ
り
か
ご
の

よ
う
に
揺
れ
な
が
ら
受
け
身
を
と
る
こ

と
で
、
体
の
力
が
抜
け
、
全
員
が
頭
を

打
た
ず
に
受
け
身
を
と
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ウ

ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ド
リ
ル
の
成
果
が

資
料
⑥
の〈
学
習
３
〉に
つ
な
が
っ
た
。

⑶
抑
え
技
を
習
得
す
る
ド
リ
ル
練
習

　

生
徒
た
ち
の
「
怖
い
」、「
痛
そ
う
」

と
い
う
意
識
を
変
え
る
た
め
に
、
３
種

類
の
「
抑
え
技
」
ド
リ
ル
を
取
り
入
れ

た
。
こ
れ
は
、
抑
え
込
む
技
能
に
主
眼

を
置
く
の
で
は
な
く
、
解
き
方
の
技
能

の
習
得
に
ポ
イ
ン
ト
を
置
く
こ
と
で
、

攻
防
が
早
く
入
れ
替
わ
る
た
め
、
攻
防

の
楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ
、
意
欲
的
に
活

動
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
ド
リ
ル
と
な

っ
て
い
る
。

　

こ
の
練
習
法
を
取
り
入
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
腕
の
力
で
持
ち
上
げ
よ
う
と
し

て
い
た
生
徒
も
、
一
緒
に
転
が
る
感
覚

を
身
に
つ
け
、
相
手
の
重
心
を
使
っ
て

技
を
用
い
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（
次
頁

写
真
④
）。

ア　
「
シ
ー
ソ
ー
」
シ
ー
ソ
ー
の
よ
う

に
取
が
倒
れ
、
受
が
上
体
を
起
こ

し
、
手
を
入
れ
替
え
る
。
そ
の
た
び

に
、
受
と
取
が
入
れ
替
わ
る
。

イ　
「
足
か
け
鬼
ご
っ
こ
」
受
が
取
に

足
を
か
け
る
。
取
は
逃
げ
る
こ
と
に

な
る
の
で
、回
転
す
る
よ
う
に
な
る
。

ウ　
「
ブ
リ
ッ
ジ
」
受
が
取
を
腹
に
乗

せ
、
ブ
リ
ッ
ジ
で
後
方
へ
返
し
手
を

入
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
ド
リ
ル
学
習
で
抑
え
技
や
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本
市
で
は
、
幸
い
に
も
こ
の
３
年
間

柔
道
に
お
け
る
重
大
な
事
故
や
け
が
は

起
き
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
各
学
校
・

指
導
者
が
、常
に
「
中
学
校
柔
道
授
業
・

安
全
な
柔
道
の
た
め
の
指
針
」
と
「
安

全
な
柔
道
指
導
計
画
」
に
沿
っ
て
、
授

業
を
展
開
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま

た
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
柔
道
指
導

者
講
習
会
」
に
お
い
て
、
柔
道
授
業
を

行
う
保
健
体
育
科
担
当
教
員
が
必
ず
講

習
を
受
け
、
安
全
意
識
を
高
め
て
い
る

こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
。

○
成
果

①
本
市
の
「
中
学
校
柔
道
授
業
・
安
全

な
柔
道
の
た
め
の
指
針
」
が
周
知
徹

底
さ
れ
て
お
り
、
各
学
校
に
お
い
て

ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え
た
柔
道
授
業
が

行
わ
れ
て
い
る
。

②
「
柔
道
指
導
者
講
習
会
」
が
柔
道
授

業
を
行
う
保
健
体
育
科
教
員
に
対
す

る
悉し
っ

皆か
い

研
修
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

意
識
を
高
く
保
ち
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
と
も
に
学
ん
だ
こ
と
を
自
ら

の
授
業
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
る
。

○
課
題

①
経
験
の
浅
い
若
手
教
員
が
増
加
し
、

不
安
や
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
授
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

②
講
習
会
も
４
年
目
を
迎
え
、
よ
り
安

全
な
指
導
法
の
あ
り
方
や
け
が
・
事

故
へ
の
対
処
法
等
、
常
に
新
た
な
視

点
を
加
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

今
後
も
、
豊
橋
柔
道
会
と
連
携
し
、

研
修
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
な
が

ら
、
安
全
に
柔
道
を
楽
し
め
る
授
業
づ

く
り
の
た
め
の
支
援
を
継
続
し
て
い

く
。

4

成
果
と
課
題

ア「シーソー」

向
井
幹
博
（
む
か
い

　み
き
ひ
ろ
）
著

公
益
財
団
法
人
講
道
館
道
場
指
導
部
課
長

〈
目
次
〉

第
１
部
　
解
説
編

　
第
一
章
　
少
年
柔
道
は
柔
道
指
導
の
原
点

　
第
二
章
　
基
本
動
作
の
指
導

　
第
三
章
　
技
の
指
導

　
第
四
章
　
教
育
の
中
の
柔
道

　
第
五
章
　
指
導
の
工
夫

　
第
六
章
　
少
年
規
定
の
変
遷
と
問
題
点

　
第
七
章
　
柔
道
の
安
全
指
導

　
第
八
章
　
東
日
本
大
震
災
へ
の
講
道
館
の
対
応

　
第
九
章
　
少
年
柔
道
の
未
来
の
た
め
に

第
２
部
　
実
技
編

　
第
一
章
　
礼
法
の
指
導

　
第
二
章
　
受
け
身
の
指
導

　
第
三
章
　
基
本
動
作
の
指
導

　
第
四
章
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
の
指
導

　
第
五
章
　
柔
道
の
練
習
法

　
第
六
章
　
投
技
の
指
導

　
第
七
章
　
固
技
の
指
導

　
少
年
柔
道
指
導
の
現
場
で
役
に
立
つ
好
評
連
載
を
単
行

本
化
。
付
録
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
は
、写
真
で
は
伝
わ
り
に
く
か
っ

た
部
分
を
映
像
で
紹
介
。

　
ま
た
、
少
年
柔
道
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
点
を
、
講
道

館
所
蔵
の
柔
道
文
献
か
ら
、
解
決
の
糸
口
を
探
っ
て
い
く
。

好評発売中！
Ａ
５
判
・
並
製
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
・
４
１
４
頁
・
本
体
２
４
０
０
円
＋
税

役
に

立
つ

少
年
柔
道
指
導
法

収
録
時
間
１
７
０
分
を
超
え
る

解
説
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
属
！

役
に

立
つ

少
年
柔
道
指
導
法

向
井

　幹
博

イ「足かけ鬼ごっこ」ウ「ブリッジ」


